
-E島i冨岡・冒置官圃

工場の空調換気

システム

三宅龍二郎
みやげりゅうじろう 企業組合ヒ パックソステム理事長

1 はじめに

一言で「工場の空調換気システム」と言っても、そ

己で製造されている商品や製品の種類によって、また

空調換気設備の目的によっても、そのシステム形態は

様々である。びとつびとつの工場の理想的な環境作り

はびとつびとつ異なるように、同じ工場であっても作

業内容により理想的な環境作りは異なるのである。工

場に於ける人を対象とした空調換気設備でよく聴く問

題点としては、空調していても暑い寒い、またオイノレ

ミストなどが充満していて息苦しいとか、 臭いや騒音

などがある。 方では、イニシャルコスト ランニン

グコスト 省エネ 省力化などの大きな対象でもあ

り、どのように空調換気システムを考えていくかはそ

の工場にとって重要な課題と恩われる。近年は空調も

人を対象にした考え方から、製品の品質管理も踏まえ

た空調換気 システムとして考えられてきており、その

為にクリ ンノレ ムや恒温恒湿室環境試験室などの

ニーズも益々高まってきている。

そこで、今回紹介する空調システムは、当社が設計

施工を請け負った様々産業株式会社様の恒温恒湿空調

ゾステムの事例である。醍々産業株式会社様は、徴細

加工械製造メ カ として 100分の数ミリの精度を要

する工作機A戒を製造されており、鉄は温度が 1"C変化

すると 100分の lミリ膨張収縮する 乙とから温度管理

に非常に厳しく取組んでおられる。

2 組立工場全体の恒温恒湿空調システムの

温度条件

一般的な恒温恒湿室設備といえば、工場内の一角を

断熱パネノレや断熱した間仕切りを設けるととによっ

て、その室内を 定の温度湿度に保つもので、検査

室や試験室等に多く採用されている。今回紹介するの

は、工場全体を恒温恒湿室の環境にしたシステムであ
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組立工場の内部

る。工場の面覆は640m2、天井の高さは 6mで天井ク

レーンが通っている組立工場全体を、室温 230C:t 

0.5"Cで年間保持するという高いレベルでの温度精度

ニーズであった。また、湿度に関しては作業者への配

置から 40%程度を確保する仕様であった。

工場建屋の外壁材には 50mm程度の断熱材、屋根

材には発泡ウレタンを施し、出入口部分には受風室

(前室〉を設けた。

恒温恒湿空調システムの概要

(機器構成〉

熱源機器

空冷産業用チリングユニット (30HP)Xl台

空冷ヒートポンプチリングユニット (20HP)Xl台

空冷ヒ トポンプチリングユニット加熱専用機

冷水タンク及び温水タンク×各 l基

冷水ポンプ及び温水ポンプ×各2台

室内側空気調和機

床置形ファンンコイルユニット X4台

C10HP)Xl台

乙れらの汎用機器を組み合わせるととで、恒温恒湿

空調システムを構成している。

3 システムの説明

まず、空冷産業用チリングユニットにで 5"Cの冷水

をつくり、冷水タンクに貯める。また、空冷ヒ トポ

ンプチリングユニット加熱専用機では、5O"Cの温水を

つくり温水タンクに貯渇する。空冷ヒートポンプチリ

ングユニットは、 夏場及び冬場それぞれの負荷に合わ

せて自動的に冷暖が切り替わり、負荷に対応して冷水

又は温水をつくる。己の動作は、外気温感知センサ

と各タンク内の水温センサ で冷房運転が必要か、暖

房運転が必要かを判断している。

次にタンク内の冷水温水は、工場内に設置された
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